室町時代の絵所について by 木村 優太
研
究
ノ
ー
ト
室
町
時
代
の
絵
所
に
つ
い
て
木
村
優
太
令
和
元
年
八
月
十
日
発
行
皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
四
号
抜
刷
研
究
ノ
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ト
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叢
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十
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令
和
元
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八
月
十
日
室
町
時
代
の
絵
所
に
つ
い
て
木
村
優
太
は
じ
め
に
本
論
文
で
は
室
町
時
代
の
絵
所
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
か
ら
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
ま
で
の
絵
所
預
に
つ
い
て
論
じ
る
。
大
同
三
（
八
〇
八
）
年
、
画
工
司
が
内
匠
寮
に
併
合
さ
れ
た
際
、
残
さ
れ
た
雑
工
が
画
所
を
称
し
た
こ
と
に
始
ま
る
絵
所
は
、
宮
廷
に
お
い
て
調
度
品
の
装
飾
や
屏
風
の
制
作
を
担
っ
た
。
そ
の
職
員
と
し
て
は
、
別
当
（
五
位
の
蔵
人
）、
預
、
墨
書
（
絵
師
の
長
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
中
で
も
預
は
鎌
倉
時
代
以
降
絵
師
が
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宮
廷
画
壇
の
長
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
。
室
町
時
代
の
絵
所
預
に
は
主
に
藤
原
氏
、
巨
勢
氏
、
土
佐
家
、
六
角
家
が
代
々
補
任
さ
れ
た
が
、
土
佐
家
は
土
佐
光
信
以
降
世
襲
で
絵
所
預
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
土
佐
家
と
絵
所
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
宮
島
新
一
氏
が
『
宮
廷
画
壇
史
の
研
究
（
1
）』
に
お
い
て
宮
廷
を
中
心
と
し
た
や
ま
と
絵
の
系
譜
を
研
究
さ
れ
、
代
々
の
絵
所
預
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
他
、
髙
岸
輝
氏
が
『
室
町
王
権
と
絵
画
―
初
期
土
佐
派
研
究
―
（
2
）』
に
お
い
て
さ
ら
に
詳
細
な
研
究
を
さ
れ
、
従
来
具
体
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
六
角
絵
所
の
絵
師
に
つ
い
て
初
め
て
研
究
さ
れ
た
。
両
氏
の
研
究
の
成
果
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
室
町
時
代
の
絵
所
預
の
補
任
順
と
、
史
料
か
ら
わ
か
る
限
り
の
就
任
期
間
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
１
．
藤
原
隆
継
元
徳
二
（
一
三
三
〇
）
年
か
ら
絵
所
預
２
．
巨
勢
有
久
康
永
三
（
一
三
四
四
）
年
に
絵
所
預
３
．
藤
原
隆
昌
観
応
元
（
一
三
五
〇
）
年
か
ら
文
和
元
（
一
三
五
二
）
年
ま
で
絵
所
預
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４
．
藤
原
行
光
文
和
元
年
か
ら
応
安
四
（
一
三
七
一
）
年
ま
で
絵
所
預
（
土
佐
家
の
祖
）
５
．
巨
勢
行
忠
応
安
四
年
か
ら
絵
所
預
６
．
六
角
寂
済
（
藤
原
光
益
と
同
一
人
物
と
さ
れ
る
）
永
徳
三
年
（
一
三
八
三
）
年
か
ら
嘉
慶
二
（
一
三
八
八
）
年
ま
で
は
絵
所
預
７
．
藤
原
光
重
明
徳
元
（
一
三
九
〇
）
年
に
絵
所
預
８
．
藤
原
行
秀
（
土
佐
行
秀
）
応
永
二
十
一
（
一
四
一
四
）
年
か
ら
応
永
三
十
一
（
一
四
二
四
）
年
ま
で
は
絵
所
預
９
．
藤
原
光
国
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
に
絵
所
預
10
．
土
佐
光
弘
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
ま
で
絵
所
預
11
．
六
角
益
継
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
か
ら
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
ま
で
は
絵
所
預
12
．
土
佐
光
信
文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
か
ら
大
永
三
（
一
五
二
三
）
年
頃
ま
で
絵
所
預
13
．
土
佐
光
茂
大
永
三
年
か
ら
絵
所
預
し
か
し
、
土
佐
家
の
研
究
は
本
来
美
術
史
の
領
域
で
あ
り
、
そ
の
研
究
も
や
ま
と
絵
の
系
譜
に
お
け
る
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
。
本
論
は
歴
史
学
の
論
文
で
あ
る
た
め
、
や
ま
と
絵
に
は
触
れ
ず
、
絵
所
預
に
つ
い
て
の
考
察
を
目
的
と
す
る
。
そ
こ
で
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
絵
所
預
の
就
任
期
間
に
注
目
す
る
と
、
土
佐
光
弘
と
六
角
益
継
の
就
任
期
間
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
第
一
章
で
は
、
光
弘
と
益
継
そ
れ
ぞ
れ
の
就
任
期
間
を
見
直
し
、
宝
徳
元
（
一
四
四
九
）
年
か
ら
寛
正
二
（
一
四
六
一
）
年
ま
で
は
、
絵
所
預
を
務
め
た
絵
師
が
現
段
階
に
お
い
て
不
明
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
第
二
章
で
は
、
そ
の
間
光
弘
と
益
継
以
外
で
誰
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
か
を
考
察
し
、
絵
所
預
で
は
な
い
と
さ
れ
る
絵
師
で
、
こ
の
時
期
に
名
の
知
ら
れ
る
唯
一
の
絵
師
で
あ
る
土
佐
広
周
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
第
一
節
で
は
「
絵
所
」
と
明
記
さ
れ
た
広
周
関
連
の
史
料
に
触
れ
な
が
ら
、
他
の
絵
所
預
で
あ
っ
た
絵
師
の
記
録
と
比
較
し
な
が
ら
、
人
名
に
冠
さ
れ
る
「
絵
所
」
と
い
う
語
の
意
味
を
問
い
直
す
。
第
二
節
で
は
広
周
の
唯
一
の
基
準
作
「
天
稚
彦
草
子
絵
巻
」
か
ら
具
体
的
な
補
任
の
時
期
を
考
察
す
る
。
第
一
章
室
町
時
代
初
期
の
絵
所
預
補
任
の
空
白
期
室
町
時
代
初
期
の
絵
所
預
の
う
ち
、
嘉
吉
三
（
一
四
四
三
）
年
か
ら
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
ま
で
の
間
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
な
土
佐
光
弘
と
、
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
か
ら
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
ま
で
の
間
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
な
六
角
益
継
は
、
そ
の
活
動
期
間
か
ら
、
光
弘
、
益
継
の
順
に
預
に
補
任
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
宮
島
新
一
氏
は
両
者
の
活
動
期
間
に
つ
い
て
、
光
弘
の
活
動
期
間
に
は
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
益
継
は
土
佐
光
信
の
前
任
者
と
し
て
名
前
を
挙
げ
る
の
み
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で
あ
り
、
そ
の
活
動
期
間
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
光
弘
が
誰
と
絵
所
預
を
交
代
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
明
言
さ
れ
て
い
な
い
（
3
）。
対
し
て
髙
岸
輝
氏
は
光
弘
の
活
動
が
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
以
降
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
益
継
の
絵
所
預
就
任
の
時
期
を
こ
の
頃
と
推
測
さ
れ
た
（
4
）。
し
か
し
、
二
人
が
そ
の
当
時
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
に
わ
か
る
文
書
、
日
記
な
ど
の
史
料
に
よ
っ
て
補
任
の
順
序
を
考
え
て
み
る
と
、
両
者
の
間
に
は
十
五
年
間
の
空
白
期
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
ず
は
空
白
期
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
土
佐
光
弘
と
六
角
益
継
の
活
動
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
史
料
に
基
づ
い
て
検
討
し
、
証
明
し
て
い
く
。
第
一
節
土
佐
光
弘
の
活
動
期
間
土
佐
光
弘
に
関
す
る
史
料
の
う
ち
、
当
時
の
も
の
と
し
て
は
、『
土
佐
文
書
』
中
に
見
え
る
次
の
五
通
が
知
ら
れ
る
。
㈠
絵
所
預
領
丹
波
国
大
芋
社
事
早
任
二
下
知
状
之
旨
一、
可
レ
被
レ
沙
二
汰
付
中
務
丞
光
弘
一
之
由
、
所
レ
被
二
仰
下
一
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、畠山
殿
御
施
行
御
判
嘉
吉
三
年
六
月
九
日
沙
弥
細
川
九
郎
殿
（
5
）
㈡
絵
所
預
領
、
丹
波
国
大
芋
社
事
、
任
二
今
月
九
日
御
下
知
状
、
幷
同
日
御
施
行
等
之
旨
一、
可
レ
沙
二
汰
付
中
務
丞
光
弘
一
之
状
如
レ
件
、
龍
安
寺
殿
細
川
勝
元
嘉
吉
三
年
六
月
十
七
日
（
花
押
）
内
藤
弾
正
忠
殿
（
6
）
㈢
絵
所
中
務
丞
知
行
分
、
丹
波
国
大
芋
社
領
、
内
宮
役
夫
工
米
事
、
可
レ
為
二
京
済
一
之
上
者
、
可
レ
被
レ
停
二
止
催
促
一
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、
文
安
二
国
分
布
施
民
部
大
夫
八
月
四
日
貞
基
（
花
押
）
開
闔
飯
尾
備
中
守為
秀
（
花
押
）
頭
人
摂
津
掃
部
頭常
承
（
花
押
）
守
護
代
（
7
）
㈣
絵
所
中
務
丞
丹
波
国
大
芋
、
外
宮
役
夫
工
米
事
、
為
二
京
済
之
地
一
上
者
、
可
レ
被
レ
停
二
止
国
催
促
一
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、
文
安
五八
月
三
日
玄
良
（
花
押
）
為
秀
（
花
押
）
常
承
（
花
押
）
守
護
代
（
8
）
室
町
時
代
の
絵
所
に
つ
い
て
（
木
村
）
―47―
㈤
絵
所
中
務
丞
知
行
分
、
丹
波
国
大
芋
社
領
、
外
宮
役
夫
工
米
事
、
可
レ
為
二
京
済
一
上
は
、
可
レ
被
レ
成
二
奉
書
一
候
、
恐
々
謹
言
、
月
三
日
常
承
（
花
押
）
布
施
民
部
大
夫
殿
（
9
）
『
土
佐
文
書
』
は
土
佐
家
に
伝
わ
る
文
書
類
の
総
称
で
、
土
佐
家
の
絵
師
に
関
す
る
補
任
や
所
領
の
記
録
が
残
る
。
㈠
は
室
町
幕
府
の
管
領
畠
山
持
国
が
下
知
状
（
現
存
せ
ず
）
を
受
け
、
そ
れ
を
丹
波
国
守
護
細
川
勝
元
に
取
り
次
い
だ
施
行
状
の
写
し
、
㈡
は
㈠
を
受
け
、
細
川
勝
元
か
ら
奉
行
内
藤
元
貞
に
、
光
弘
へ
の
大
芋
社
の
沙
汰
付
を
命
じ
た
遵
行
状
、
㈢
㈣
は
い
ず
れ
も
大
芋
社
の
神
宮
役
夫
工
米
に
関
す
る
奉
書
で
、
㈢
に
み
え
る
奉
行
人
は
布
施
貞
基
、
飯
尾
為
秀
、
㈣
に
見
え
る
奉
行
人
は
斎
藤
基
恒
（
玄
良
）、
飯
尾
為
秀
で
あ
る
。
㈢
㈣
㈤
に
見
え
る
常
承
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
絵
所
預
領
丹
波
国
大
芋
社
（
現
兵
庫
県
多
紀
郡
篠
山
町
）
に
関
す
る
も
の
で
、
一
通
は
年
次
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
嘉
吉
三
（
一
四
四
三
）
年
か
ら
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
ま
で
の
間
は
光
弘
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
同
じ
く
江
戸
時
代
末
期
に
朝
岡
興
禎
が
編
纂
し
た
画
家
の
百
科
事
典
『
古
画
備
考
』
に
は
、「
行
広
男
、
或
云
、
行
秀
子
、
系
図
云
、
行
秀
男
、
中
務
丞
土
佐
権
守
、
永
享
二
年
、
画
二
大
嘗
会
主
基
方
御
屏
風
及
標
山
一
調
進
、
同
年
御
禊
勤
仕
、
嘉
吉
三
年
六
月
十
七
日
、
画
所
預
、」
と
あ
る
（
10
）。
『
古
画
備
考
』
が
光
弘
の
絵
所
預
補
任
を
嘉
吉
三
年
六
月
十
七
日
と
す
る
の
は
、
前
掲
㈡
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
古
画
備
考
』
の
記
述
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
光
弘
は
絵
所
預
就
任
の
十
三
年
も
前
に
、
大
嘗
会
の
屏
風
を
描
く
と
い
う
重
要
な
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
光
弘
が
大
嘗
会
の
画
事
の
後
、
十
三
年
後
に
預
に
就
任
し
て
い
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
宮
島
新
一
氏
は
光
弘
の
絵
所
預
就
任
の
時
期
を
、
天
皇
の
践
祚
と
絵
所
預
の
交
代
が
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
後
花
園
天
皇
が
践
祚
し
た
正
長
元
（
一
四
二
八
）
年
頃
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
永
享
二
（
一
四
三
〇
）
年
の
大
嘗
会
の
画
事
の
後
、
嘉
吉
三
年
ま
で
そ
の
名
が
史
料
に
現
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
行
広
の
入
道
後
に
な
お
土
佐
将
監
を
称
し
て
い
る
絵
師
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
行
広
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
永
享
元
年
に
崇
光
院
三
十
三
回
忌
の
本
尊
を
描
い
た
土
佐
房
を
出
家
後
の
行
広
と
す
る
筆
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、『
満
済
准
后
日
記
』
の
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
の
三
月
十
一
日
、
四
月
二
十
日
の
条
に
土
佐
将
監
入
道
と
あ
る
以
上
は
、
こ
れ
以
降
に
土
佐
将
監
を
称
す
る
も
の
は
別
人
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
土
佐
将
監
は
『
看
聞
御
記
』
の
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
三
月
二
十
九
日
か
ら
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
の
四
月
二
十
日
ま
で
の
間
名
が
見
出
せ
る
が
、
こ
れ
以
降
に
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
こ
の
―48―
土
佐
将
監
こ
そ
光
弘
で
あ
ろ
う
。
光
弘
は
そ
の
直
後
の
六
月
か
ら
姿
を
現
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
間
に
、
光
弘
は
従
六
位
上
相
当
の
将
監
か
ら
正
六
位
下
の
中
務
大
丞
に
昇
進
し
た
も
の
と
推
測
し
た
い
（
11
）。
『
看
聞
御
記
』
に
見
え
る
「
土
佐
将
監
」
が
光
弘
と
す
る
説
は
、「
土
佐
将
監
」
が
光
弘
の
初
出
年
次
で
あ
る
嘉
吉
三
（
一
四
四
二
）
年
に
姿
を
消
し
て
い
る
と
い
う
点
で
説
得
力
が
あ
る
。
し
か
し
、
正
長
元
（
一
四
二
八
）
年
に
預
に
就
任
し
た
と
す
る
説
は
、
㈠
、
㈡
か
ら
光
弘
に
絵
所
預
領
が
給
付
さ
れ
た
の
が
嘉
吉
三
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
絵
所
預
就
任
か
ら
絵
所
預
領
の
給
付
ま
で
二
十
年
余
り
間
が
空
く
た
め
、
肯
定
し
難
い
。
実
際
『
土
佐
文
書
』
に
よ
れ
ば
土
佐
光
信
は
、
文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
十
月
九
日
に
絵
所
預
に
補
任
さ
れ
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
に
絵
所
預
領
を
給
付
さ
れ
て
い
る
（
12
）。
で
は
次
に
光
弘
の
最
後
の
記
録
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
年
次
不
詳
の
書
状
㈤
が
一
通
あ
る
た
め
、
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
の
書
状
が
本
当
に
最
後
の
も
の
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
本
節
で
は
光
弘
は
嘉
吉
三
年
に
絵
所
預
に
補
任
さ
れ
、
文
安
五
年
ま
で
は
そ
の
職
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
結
論
と
す
る
。
第
二
節
六
角
益
継
の
活
動
期
間
土
佐
光
弘
と
土
佐
光
信
の
間
に
絵
所
預
を
務
め
た
と
さ
れ
る
六
角
益
継
に
つ
い
て
は
、
髙
岸
輝
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
髙
岸
氏
は
土
佐
家
の
工
房
で
あ
る
春
日
絵
所
と
同
時
期
に
工
房
を
構
え
た
六
角
絵
所
を
主
宰
し
た
絵
師
の
系
譜
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
六
角
家
の
絵
師
を
土
佐
家
の
分
家
と
位
置
付
け
ら
れ
た
（
初
代
六
角
寂
済
を
土
佐
家
の
祖
藤
原
行
光
の
子
で
あ
る
と
説
明
（
13
））。
本
論
で
は
光
弘
と
益
継
の
間
の
空
白
期
間
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
間
誰
が
絵
所
預
を
務
め
て
い
た
可
能
性
が
高
い
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
益
継
に
関
す
る
記
録
は
、
絵
所
預
に
就
任
し
た
の
が
い
つ
か
と
い
う
疑
問
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
狩
野
永
納
が
著
し
た
画
論
書
『
本
朝
画
史
』
に
見
え
る
次
の
一
文
を
検
討
す
る
。
益
継
不
レ
知
二
世
姓
一、
工
レ
画
、
有
下
十
二
支
獣
作
二
人
間
之
事
業
一
図
上、
誠
為
二
戯
画
一
也
、
画
後
曰
、
宝
徳
三
年
八
月
日
益
継
筆
、
専
守
二
倭
画
之
法
一
者
也
、
宝
徳
者
後
花
園
院
年
号
也
、
然
則
当
時
土
佐
家
者
流
乎
（
14
）。
宝
徳
三
（
一
四
五
一
）
年
に
十
二
支
の
図
を
描
い
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
二
次
史
料
で
あ
る
上
、
典
拠
も
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
十
二
支
図
も
現
存
し
な
い
た
め
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
術
は
な
い
。
そ
の
上
、
絵
所
と
の
繋
が
り
を
断
定
で
き
る
記
述
も
見
当
た
ら
ず
、
絵
所
預
と
し
て
の
益
継
の
活
動
を
示
す
史
料
と
し
て
位
置
付
け
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
と
い
わ
な
け
室
町
時
代
の
絵
所
に
つ
い
て
（
木
村
）
―49―
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
史
料
は
「
益
継
」
と
い
う
絵
師
を
土
佐
家
の
流
れ
を
汲
む
絵
師
と
推
測
し
、
そ
れ
は
髙
岸
氏
の
、
六
角
家
を
土
佐
家
の
分
家
と
位
置
付
け
る
根
拠
に
は
な
る
も
の
の
、「
不
レ
知
二
世
姓
一
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
こ
の
絵
師
の
姓
は
不
明
な
の
で
あ
っ
て
、「
六
角
」
益
継
で
あ
る
こ
と
を
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
次
に
、
足
利
義
政
の
東
寺
御
成
に
関
連
す
る
寛
正
三
年
八
月
三
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
の
、
益
継
の
自
筆
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
八
月
二
十
二
日
の
足
利
義
政
の
東
寺
御
成
の
た
め
、
益
継
が
扇
絵
を
制
作
し
、
そ
の
代
金
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
で
、
そ
の
う
ち
、
八
月
六
日
と
八
月
二
十
日
の
も
の
に
は
「〈
六
角
当
絵
所
左
京
亮
〉
益
継
（
15
）」
と
い
う
署
名
が
あ
る
。
第
二
章
第
一
節
で
詳
述
す
る
が
、「
絵
所
」
と
い
う
語
は
絵
所
預
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
「
当
」
と
い
う
語
が
付
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
の
時
点
で
益
継
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
次
に
益
継
が
現
れ
る
史
料
は
『
親
長
卿
記
』
文
正
元
年
の
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
一
連
の
記
事
で
あ
る
。
甘
露
寺
親
長
の
日
記
『
親
長
卿
記
（
16
）』
は
、
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
に
行
わ
れ
た
後
土
御
門
天
皇
の
大
嘗
会
に
関
す
る
詳
細
な
記
録
が
残
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
六
月
二
十
一
日
条
と
七
月
四
日
条
に
は
「
六
角
絵
所
預
」、
八
月
六
日
条
に
は
「
絵
所
預
来
〈
六
角
益
継
〉」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
六
月
二
十
二
日
条
に
は
、
絵
所
事
、
六
角
当
絵
所
、
永
徳
標
山
之
儀
存
二
知
之
一、
只
今
望
二
申
春
日
絵
所
一
者
、
永
享
之
儀
存
レ
之
、
於
応
永
之
儀
者
、
不
レ
可
レ
被
レ
用
、
此
両
人
之
内
、
六
角
絵
所
者
、
已
為
二
当
絵
所
一、
可
レ
被
二
仰
付
一
之
由
、
被
二
仰
出
一
（
後
略
）
と
あ
り
、
大
嘗
会
の
画
事
を
春
日
絵
所
（
土
佐
家
の
工
房
）
が
担
当
し
た
い
と
申
請
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
六
角
絵
所
が
既
に
絵
所
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
六
角
絵
所
に
画
事
を
命
じ
る
の
が
よ
い
と
い
う
記
述
で
あ
る
が
、「
已
為
二
当
絵
所
一
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
た
め
、
こ
の
年
に
益
継
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
無
い
。
た
だ
、
益
継
が
六
月
ま
で
は
「
六
角
絵
所
預
」
と
あ
り
、
七
月
以
降
「
絵
所
預
」
と
称
さ
れ
て
い
る
点
は
気
に
か
か
る
も
の
の
、
相
澤
正
彦
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
（
17
）、
宮
中
絵
所
と
大
嘗
会
の
際
の
絵
所
が
別
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
六
月
の
時
点
で
益
継
は
宮
中
の
絵
所
預
で
あ
り
、
八
月
に
大
嘗
会
の
絵
所
預
に
補
任
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
全
て
の
辻
褄
が
合
う
。「
春
日
絵
所
」「
六
角
絵
所
」
と
あ
る
の
は
、「
絵
所
」
と
い
う
語
が
濫
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
そ
の
工
房
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
当
絵
所
」
と
あ
る
以
上
、
六
角
家
の
工
房
が
宮
廷
絵
所
の
職
を
担
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
事
柄
か
ら
、
六
角
益
継
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
確
実
な
時
期
は
、
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
か
ら
土
佐
光
信
が
絵
所
預
に
補
任
さ
れ
る
文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
ま
で
で
あ
る
。
従
っ
て
土
佐
光
弘
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
の
翌
年
、
宝
徳
元
（
一
四
四
九
）
―50―
年
か
ら
六
角
益
継
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
寛
正
三
年
の
前
年
、
寛
正
二
（
一
四
六
一
）
年
ま
で
は
、
現
段
階
に
お
い
て
絵
所
預
が
不
明
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
章
土
佐
広
周
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
可
能
性
前
章
で
は
土
佐
光
弘
と
六
角
益
継
の
活
動
期
間
に
つ
い
て
検
討
し
、
宝
徳
元
（
一
四
四
九
）
年
か
ら
寛
正
二
年
ま
で
絵
所
預
が
誰
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
章
で
は
こ
の
前
後
の
時
期
に
名
前
が
見
え
る
絵
師
の
う
ち
、
唯
一
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
絵
師
で
あ
る
土
佐
広
周
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
可
能
性
を
論
じ
る
。
土
佐
広
周
は
永
享
十
一
（
一
四
三
九
）
年
か
ら
延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年
ま
で
五
十
四
年
間
史
料
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
宝
徳
元
年
か
ら
長
禄
二
（
一
四
五
八
）
年
ま
で
の
活
動
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
第
一
章
で
証
明
し
た
絵
所
預
の
空
白
期
、
宝
徳
元
年
か
ら
寛
正
二
年
と
殆
ど
重
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
絵
所
預
が
誰
で
あ
っ
た
か
不
明
な
時
期
に
、
広
周
は
そ
の
消
息
が
不
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
広
周
の
研
究
は
、
宮
島
新
一
氏
が
光
弘
、
光
信
間
の
土
佐
家
を
支
え
た
人
物
と
位
置
付
け
、
広
周
が
光
信
の
後
見
的
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
広
周
が
光
信
の
父
で
あ
っ
た
と
の
説
を
提
示
さ
れ
た
他
（
18
）、
髙
岸
輝
氏
は
、
『
綱
光
公
記
』
に
み
え
る
室
町
殿
の
舞
絵
制
作
を
初
め
て
紹
介
さ
れ
、
広
周
が
制
作
を
主
導
、
光
信
が
共
同
で
作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
髙
岸
氏
は
さ
ら
に
、
こ
の
史
料
か
ら
広
周
が
幕
府
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
分
家
の
行
広
か
ら
広
周
に
継
承
さ
れ
る
幕
府
御
用
絵
師
と
し
て
の
土
佐
派
と
、
本
家
の
光
弘
か
ら
光
信
に
継
承
さ
れ
る
宮
中
絵
所
預
と
し
て
の
土
佐
派
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
た
（
19
）。
本
論
で
は
、
土
佐
家
の
系
図
が
髙
岸
氏
（
20
）の
他
、
宮
島
氏
（
21
）、
源
豊
宗
氏
（
22
）な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
を
試
み
て
い
る
が
、
未
だ
に
様
々
な
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
広
周
の
宮
中
絵
所
預
補
任
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
一
節
「
絵
所
」
と
土
佐
広
周
最
初
に
「
絵
所
預
」
ま
た
は
「
絵
所
」
と
い
う
語
が
明
記
さ
れ
た
広
周
に
関
す
る
史
料
を
挙
げ
る
と
、『
親
長
卿
記
（
23
）』
延
徳
四
年
正
月
二
十
一
日
条
に
「
絵
所
土
佐
弾
正
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
後
述
の
史
料
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
記
事
に
見
え
る
「
土
佐
弾
正
」
が
広
周
を
指
す
。
延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年
は
広
周
の
知
り
得
る
生
存
期
間
の
最
後
の
時
期
に
当
た
り
、
応
仁
二
（
一
四
六
八
）
年
以
降
、
広
周
は
出
家
し
て
経
増
と
号
し
て
い
た
（
24
）の
で
、
光
信
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
な
こ
の
時
期
に
広
周
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
可
能
性
は
ま
ず
無
い
。
し
か
し
、
一
般
に
室
町
幕
府
御
用
絵
師
と
さ
れ
る
広
周
が
絵
所
所
属
の
絵
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
室
町
時
代
の
絵
所
に
つ
い
て
（
木
村
）
―51―
る
史
料
で
あ
る
。
『
本
朝
画
史
』
広
周
の
項
に
は
「
永
享
十
一
年
為
二
絵
所
一
（
25
）」
と
あ
る
が
、
こ
の
年
は
本
論
の
対
象
と
す
る
期
間
か
ら
大
き
く
外
れ
る
上
、
お
そ
ら
く
広
周
の
初
出
年
次
を
絵
所
に
所
属
し
た
時
期
と
し
た
だ
け
で
あ
ろ
う
か
ら
、
参
考
に
と
ど
め
る
。
ま
た
『
古
画
備
考
』
広
周
の
項
に
「
広
周
、
初
具
持
、
絵
所
預
、
法
名
経
増
（
26
）」
と
あ
り
「
絵
所
預
」
と
は
っ
き
り
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
古
画
備
考
』
は
江
戸
時
代
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
二
次
史
料
で
あ
り
、
鵜
吞
み
に
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
絵
所
の
絵
師
は
「
絵
所
」
ま
た
は
「
絵
所
預
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
、
相
澤
正
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
絵
所
」
と
い
っ
た
場
合
、
本
来
は
宮
廷
の
絵
所
を
さ
し
、
ほ
か
に
は
同
じ
宮
廷
の
大
嘗
会
の
際
に
臨
時
に
設
け
ら
れ
る
絵
所
な
ど
が
そ
の
範
囲
に
あ
っ
た
。
こ
れ
が
室
町
期
で
は
広
い
範
囲
に
濫
用
さ
れ
、
院
や
幕
府
の
作
画
機
関
に
も
冠
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
各
寺
社
の
「
絵
所
」、
さ
ら
に
は
市
井
の
個
人
の
工
房
を
僭
称
し
て
「
絵
所
」
と
す
る
例
も
現
れ
る
。
ま
た
宮
廷
絵
所
自
体
の
構
成
も
不
明
で
、
「
絵
所
預
」（
絵
所
の
長
官
）
と
記
さ
れ
る
も
の
と
、
単
に
「
絵
所
」
（
構
成
員
か
）
と
あ
る
も
の
と
、
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
な
ど
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
記
録
に
よ
っ
て
は
「
絵
所
某
」
と
い
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
か
な
ら
ず
し
も
宮
廷
絵
所
預
を
さ
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
比
定
は
む
ず
か
し
い
面
も
あ
る
（
27
）。
し
か
し
、「
絵
所
」
と
称
さ
れ
て
い
る
絵
師
が
同
時
に
二
人
以
上
現
れ
る
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、「
絵
所
」
と
称
さ
れ
て
い
る
絵
師
が
絵
所
預
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
さ
ら
に
確
実
な
根
拠
と
し
て
、
六
角
寂
済
の
例
を
挙
げ
た
い
。
六
角
寂
済
は
第
一
章
第
二
節
で
論
じ
た
六
角
益
継
の
祖
父
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
六
角
高
倉
に
工
房
を
構
え
た
た
め
、
工
房
を
六
角
絵
所
と
称
し
、
六
角
寂
済
と
通
称
さ
れ
た
。
寂
済
と
い
う
名
は
出
家
後
の
法
名
で
あ
り
、
絵
所
預
藤
原
光
益
が
出
家
前
の
寂
済
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
光
益
に
関
し
て
、
後
花
園
天
皇
の
父
で
あ
る
伏
見
宮
貞
成
親
王
（
後
崇
光
院
）
の
日
記
『
看
聞
御
記
』
に
「
長
官
前
大
蔵
権
少
輔
従
五
位
下
藤
原
光
益
（
28
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
長
官
」
と
い
う
語
が
絵
所
預
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
次
に
寂
済
に
関
し
て
、
足
利
義
満
に
仕
え
、
室
町
幕
府
内
で
活
躍
し
た
真
言
宗
の
僧
侶
満
済
の
日
記
で
あ
る
『
満
済
准
后
日
記
（
29
）』
応
永
三
十
一
年
二
月
三
日
条
に
「
絵
所
寂
済
入
道
死
去
云
々
。〈
七
十
七
歳
歟
〉」
と
あ
る
。
ま
た
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
か
ら
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
に
か
け
て
天
皇
・
公
卿
・
僧
侶
な
ど
の
人
々
の
死
没
年
月
日
を
編
年
体
で
記
し
た
『
常
楽
記
（
30
）』
の
応
永
三
十
一
年
二
月
二
日
の
条
に
は
「
寂
済
入
道
〈
六
角
前
絵
所
往
生
〉」
と
あ
る
。
応
永
三
十
一
（
一
四
二
四
）
年
に
寂
済
が
死
―52―
去
し
た
際
の
呼
称
に
つ
い
て
、「
絵
所
」
と
「
前
絵
所
」
二
つ
の
呼
称
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
寂
済
が
藤
原
光
益
だ
と
す
れ
ば
、
寂
済
は
元
絵
所
預
で
あ
り
、
退
任
後
、「
絵
所
」「
前
絵
所
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
他
に
も
寂
済
の
子
で
益
継
の
父
と
さ
れ
る
藤
原
光
国
は
、
絵
所
預
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
に
「
絵
所
光
国
（
31
）」
と
称
さ
れ
て
い
る
な
ど
、「
絵
所
」
と
「
絵
所
預
」
が
同
格
、
ま
た
は
退
任
後
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
以
上
の
事
例
か
ら
、「
絵
所
」
と
い
う
語
が
冠
さ
れ
た
絵
師
は
、「
現
」
ま
た
は
「
元
」
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
次
史
料
で
あ
る
『
親
長
卿
記
』
に
「
絵
所
」
と
称
さ
れ
て
い
る
土
佐
広
周
が
絵
所
預
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、
非
常
に
高
い
の
で
は
な
い
か
。
第
二
節
文
安
五
年
補
任
の
可
能
性
前
節
で
は
、
従
来
室
町
幕
府
の
御
用
絵
師
と
さ
れ
て
き
た
土
佐
広
周
が
宮
中
絵
所
に
所
属
し
、
さ
ら
に
絵
所
預
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
た
め
、
次
に
広
周
が
絵
所
預
に
補
任
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
広
周
が
消
息
不
明
で
あ
っ
た
時
期
の
前
後
の
記
録
を
確
認
す
る
と
、
広
周
の
唯
一
の
基
準
作
と
さ
れ
る
「
天
稚
彦
草
子
絵
巻
」（
ベ
ル
リ
ン
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
）
に
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
筆
と
さ
れ
る
「
詞
当
今
宸
筆
絵
土
佐
弾
正
広
周
（
32
）」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
当
今
」
は
貞
成
親
王
の
在
世
中
の
後
小
松
、
称
光
、
後
花
園
の
三
代
の
天
皇
が
考
え
ら
れ
る
が
、
広
周
と
年
代
が
合
う
の
は
後
花
園
天
皇
の
み
で
あ
る
た
め
、
後
花
園
天
皇
が
詞
書
を
、
広
周
が
絵
を
担
当
し
た
と
さ
れ
る
（
33
）。
ま
た
、
源
豊
宗
氏
が
調
査
さ
れ
た
模
本
（
現
存
せ
ず
）
に
は
奥
書
の
後
に
「
文
安
五
年
十
月
日
」
の
年
紀
が
あ
っ
た
と
さ
れ
（
34
）、
そ
れ
な
ら
ば
、「
天
稚
彦
草
子
絵
巻
」
の
制
作
は
、
第
一
章
第
一
節
で
の
べ
た
光
弘
関
係
史
料
の
下
限
と
な
る
㈣
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
八
月
三
日
の
二
ヶ
月
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
光
弘
の
こ
れ
以
降
の
活
動
は
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
こ
の
年
か
ら
絵
師
と
し
て
の
活
動
が
知
ら
れ
る
広
周
が
、
こ
の
期
間
に
光
弘
と
絵
所
預
を
交
代
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、『
古
画
備
考
』
に
は
次
の
文
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
義
政
公
御
袖
判
御
花
押
近
江
国
金
勝
寺
定
光
坊
跡
事
、
為
二
料
所
一
預
二
土
佐
弾
正
忠
広
周
一
者
也
、
早
守
二
先
例
一、
可
レ
致
二
沙
汰
一
之
状
如
レ
件
、
長
禄
三
年
十
一
月
九
日
（
35
）
こ
の
文
書
は
『土
佐
文
書
』中
に
は
現
存
し
な
い
が
、長
禄
三
(一
四
五
九
)
年
、
近
江
国
金
勝
寺
定
光
坊
跡
（
現
滋
賀
県
栗
太
郡
栗
東
町
）
を
料
所
と
し
て
広
周
に
預
け
る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
、
広
周
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
、
先
に
挙
げ
た
「
天
稚
彦
草
子
絵
巻
」
が
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
文
安
五
年
の
次
の
も
の
で
あ
る
。
木
村
徳
衛
氏
は
『
土
佐
文
書
解
説
』
に
お
い
て
、
金
勝
寺
定
光
坊
跡
は
「
足
利
義
政
よ
り
、
絵
所
料
所
と
し
て
広
室
町
時
代
の
絵
所
に
つ
い
て
（
木
村
）
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周
に
給
与
せ
し
も
の
で
あ
る
（
36
）」
と
さ
れ
た
。
木
村
氏
の
言
う
「
絵
所
」
が
宮
廷
・
室
町
幕
府
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
所
領
は
従
来
広
周
に
給
付
さ
れ
た
室
町
幕
府
の
絵
所
の
料
所
と
さ
れ
て
き
た
。
文
書
に
よ
れ
ば
、
金
勝
寺
定
光
坊
跡
は
給
付
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
預
け
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
広
周
は
文
安
五
年
に
宮
廷
絵
所
預
と
な
り
、
長
禄
三
（
一
四
五
九
）
年
に
室
町
幕
府
御
用
絵
師
と
な
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
広
周
が
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
に
絵
所
預
と
な
っ
て
い
て
も
、
矛
盾
は
無
い
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
土
佐
広
周
が
絵
所
預
に
補
任
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
と
し
て
は
、
土
佐
光
弘
が
消
息
を
絶
っ
た
直
後
の
文
安
五
年
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
以
上
本
論
で
は
室
町
時
代
の
絵
所
預
の
う
ち
、
従
来
順
に
絵
所
預
に
補
任
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
土
佐
光
弘
と
六
角
益
継
の
活
動
期
間
を
見
直
し
、
益
継
は
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
か
ら
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
ま
で
は
絵
所
預
で
あ
っ
た
こ
と
は
従
来
通
り
で
あ
る
も
の
の
、『
本
朝
画
史
』
益
継
の
項
の
見
直
し
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
に
絵
所
預
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
よ
っ
て
、
光
弘
に
関
す
る
最
後
の
記
録
が
残
る
文
安
五
年
か
ら
、
寛
正
三
年
ま
で
は
、
空
白
期
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
従
来
室
町
幕
府
の
御
用
絵
師
と
さ
れ
て
き
た
土
佐
広
周
の
記
録
を
調
べ
、『
親
長
卿
記
』
の
記
述
と
、
六
角
寂
済
を
例
に
し
た
人
名
に
冠
さ
れ
る
「
絵
所
」
と
い
う
語
が
絵
所
預
を
さ
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
元
は
絵
所
預
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、「
天
稚
彦
草
子
絵
巻
」
の
模
本
奥
書
に
よ
り
、
光
弘
が
消
息
を
絶
っ
た
直
後
の
文
安
五
年
に
絵
所
預
に
補
任
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
［
註
］
（
１
）
至
文
堂
、
一
九
九
六
年
。
（
２
）
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
。
（
３
）『
宮
廷
画
壇
史
の
研
究
』、
一
五
七
頁
。
（
４
）『
室
町
王
権
と
絵
画
―
初
期
土
佐
派
研
究
―
』、
一
九
三
頁
。
（
５
）
木
村
徳
衛
『
土
佐
文
書
解
説
』（
私
家
版
、
一
九
三
五
年
）
一
二
頁
。
（
６
）
同
前
、
一
三
～
一
四
頁
。
（
７
）
同
前
、
一
四
～
一
五
頁
。
（
８
）
同
前
、
一
五
～
一
六
頁
。
（
９
）
同
前
、
一
六
頁
。
（
10
）
思
文
閣
、
一
九
〇
四
年
、
一
四
七
九
頁
。
（
11
）『
宮
廷
画
壇
史
の
研
究
』、
一
四
九
～
一
五
〇
頁
。
（
12
）「
土
佐
文
書
」
文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
十
一
月
二
十
八
日
付
室
町
幕
府
管
領
奉
書
（『
土
佐
文
書
解
説
』
二
〇
頁
）。
（
13
）『
室
町
王
権
と
絵
画
―
初
期
土
佐
派
研
究
―
』
一
八
六
頁
。
（
14
）『
本
朝
画
史
』（
日
本
絵
画
論
体
系
Ⅱ
、
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
）
三
八
九
頁
。
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（
15
）「
東
寺
百
合
文
書
」
モ
函
９
６
号
、
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
八
月
六
日
付
絵
所
益
継
扇
代
物
請
取
（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
東
寺
百
合
文
書
W
EB
ht
p:/
hyakugo.kyoto.jp/、）
お
よ
び
「
東
寺
百
合
文
書
」
モ
函
１
０
１
号
寛
正
三
年
八
月
二
十
日
付
絵
所
益
継
扇
代
物
請
取
。
な
お
、
文
中
の
〈
〉
は
割
書
を
表
す
。
（
16
）
増
補
史
料
大
成
『
親
長
卿
記
補
遺
』。
（
17
）「
室
町
や
ま
と
絵
師
の
系
譜
」（『
日
本
美
術
全
集
』
第
十
二
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）
一
七
八
頁
。
（
18
）『
宮
廷
画
壇
史
の
研
究
』
一
五
七
頁
。
（
19
）『
室
町
王
権
と
絵
画
―
初
期
土
佐
派
研
究
―
』
二
九
〇
～
二
九
三
頁
。
（
20
）『
室
町
王
権
と
絵
画
―
初
期
土
佐
派
研
究
―
』
三
八
五
頁
。
（
21
）『
宮
廷
画
壇
史
の
研
究
』
三
四
六
頁
。
（
22
）『
日
本
美
術
史
年
表
』
増
訂
版
（
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
）
三
一
四
頁
。
（
23
）
増
補
史
料
大
成
。
（
24
）『
土
佐
文
書
解
説
』、
一
七
頁
。
（
25
）『
本
朝
画
史
』
三
八
八
頁
。
（
26
）『
古
画
備
考
』
一
四
八
〇
頁
。
（
27
）（
17
）
に
同
じ
。
（
28
）『
看
聞
御
記
』（
続
群
書
類
従
補
遺
二
）
五
四
九
頁
。
（
29
）
続
群
書
類
従
補
遺
一
上
。
（
30
）
群
書
類
従
巻
第
五
百
十
三
。
（
31
）『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
五
年
十
月
二
十
三
日
条
。
（
32
）「
天
稚
彦
草
子
絵
巻
」（『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』
別
巻
二
）
グ
ラ
ビ
ア
四
〇
～
四
一
頁
。
（
33
）
秋
山
光
和
「
天
稚
彦
草
子
絵
巻
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
上
巻
図
様
二
様
の
出
現
―
」（『
日
本
絵
巻
物
の
研
究
』
下
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
『
国
華
』
九
八
五
号
、
一
九
七
五
年
）
二
五
〇
～
二
五
三
頁
。
（
34
）『
日
本
美
術
史
年
表
』
三
三
頁
お
よ
び
宮
次
男
「
天
稚
彦
草
子
絵
巻
」（『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』
別
巻
二
、
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）
解
説
三
三
頁
。
（
35
）『
古
画
備
考
』
一
四
八
〇
頁
な
お
、
上
記
で
は
「
為
レ
料
所
レ
預
二
土
佐
弾
正
忠
広
周
一
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
返
り
点
が
誤
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
文
で
修
正
し
た
。
（
36
）『
土
佐
文
書
解
説
』
三
五
頁
。
（
き
む
ら
ゆ
う
た
・
平
成
三
十
年
度
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
史
学
科
卒
業
）
［
編
集
委
員
会
附
記
］
本
論
文
は
、
平
成
三
十
年
度
皇
學
館
大
學
人
文
學
會
奨
励
賞
論
文
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
絵
所
に
つ
い
て
（
木
村
）
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